
各　位

2011年１月

株式会社ル・ボーセモータースポーツ
代表取締役 坪松唯夫

2011年 フォーミュラ・ニッポン 参戦のお知らせ

株式会社ル・ボーセモータースポーツ（Le Beausset Motorsports）は、昨年の全日本F3選手
権への参戦から、ついにフォーミュラ・ニッポンへの参戦を果たします。

チーム設立以来、フォーミュラカーレースのエントリーカテゴリーであるスーパー FJ、F4はもちろ
んのこと、F3へのステップアップカテゴリーであったフォーミュラトヨタにおいても幾多のチャンピ
オンドライバーたちを育て上げるなど、揺るぎないトップチームとして、まさにカテゴリーの中心的
な役割を果たして来ました。このように“原石たる若手ドライバーの育成”、“上級カテゴリーへの
若き才能の輩出”という、決してぶれることのないメインテーマに突き動かされた私たちの活動は、
スーパー FJ、F4、FCJ、そして全日本F3選手権といったエントリー～ミドルフォーミュラカテゴリー
において今現在も続けられ、2008年からはF3世界一決定戦であるマカオGPへのチャレンジを
開始するなど、よりグローバルなフィールドへと拡大してまいりました。2011年シーズン、私たち
は満を持して国内フォーミュラカーレースの最高峰であるフォーミュラ・ニッポンに参戦することで
エントリーカテゴリーからトップカテゴリーまでを手がけるチームとなります。

■ル・ボーセモータースポーツ戦歴
1989年 FJ1600筑波選手権 2位（ドライバー：柴原眞介）
1990年 FJ1600筑波選手権 チャンピオン（ドライバー：早田岳史）

FJ1600東北選手権 チャンピオン（ドライバー：早田岳史）
1991年 FJ1600筑波選手権 チャンピオン（ドライバー：塩原秀雄）

FJ1600東北選手権 チャンピオン（ドライバー：島守広）
1992年 FORMULA TOYOTA 3位（ドライバー：島守広）

FJ1600筑波選手権 チャンピオン（ドライバー：薮内弘道）
1993年 FORMULA TOYOTA 3位（ドライバー：島守広）
1994年 全日本F3選手権 7位（ドライバー：早田岳史）

FORMULA TOYOTA チャンピオン（ドライバー：服部茂章）
1995年 FORMULA TOYOTA チャンピオン（ドライバー：藤田孝博）
1996年 全日本F3選手権 7位（ドライバー：藤田孝博）
1997年 FORMULA TOYOTA 5位（ドライバー：大庭永仁）
1998年 FORMULA TOYOTA 4位（ドライバー：後藤聡）
1999年 FORMULA TOYOTA チャンピオン（ドライバー：サトウカイチ）
2000年 FORMULA TOYOTA チャンピオン(ドライバー：後藤聡）

東日本F4選手権 チャンピオン（ドライバー：西尾一成）
2001年 FORMULA TOYOTA 5位（ドライバー：名和克憲）
2002年 FORMULA TOYOTA チャンピオン（ドライバー：小早川済瑠）
2003年 FORMULA TOYOTA 5位（ドライバー：川口慶大）
2004年 FORMULA TOYOTA チャンピオン（ドライバー：安岡秀徒）

FORMULA TOYOTA 5位（ドライバー：嵯峨宏紀）
2005年 全日本F3選手権 13位（ドライバー：嵯峨宏紀）

FORMULA TOYOTA 2位（ドライバー：阿部翼）
2006年 全日本F3選手権 11位（ドライバー：嵯峨宏紀）

FORMULA TOYOTA 2位（ドライバー：坂本雄也）
FORMULA TOYOTA 5位（ドライバー：山内英輝）
FJ1600もてぎ選手権 3位（ドライバー：東徹次郎）
FJ1600日本一決定戦 3位（ドライバー：東徹次郎）

2007年 全日本F3選手権 11位（ドライバー：嵯峨宏紀）
FORMULA TOYOTA チャンピオン（ドライバー：ケイ コッツォリーノ）

2008年 全日本F3選手権 7位（ドライバー：嵯峨宏紀）
MACAU GRAND PRIX DNF（ドライバー：嵯峨宏紀）
F3ナショナルクラス 5位（ドライバー：安岡秀徒）
SFJ日本一決定戦 2位（ドライバー：中山雄一）

2009年 全日本F3選手権 6位（ドライバー：嵯峨宏紀）
MACAU GRAND PRIX 14位（ドライバー：嵯峨宏紀）
SFJ筑波選手権 チャンピオン（ドライバー：中山雄一）

2010年 全日本F3選手権 Cクラス 4位（ドライバー：嵯峨宏紀）
全日本F3選手権 Nクラス 3位（ドライバー：千代勝正）
SFJ筑波選手権 3位（ドライバー：中村ひかる）

ル・ボーセモータースポーツ チーム体制 

監　　  督 	： 坪松唯夫

ドライバー	：嵯峨宏紀

エンジン	 ：トヨタＲＶ８Ｋ

坪松唯夫コメント
　22年前チーム設立と同時に掲げた国内トップフォーミュラへの挑
戦という目標が現実のものとなりました。今は来る新しい挑戦に向
けて意欲をかきたてられております。チームとして一歩一歩確実にや
り切ることで学び、それを生かしていき、トップチームを少しでも脅
かす存在に成長できればと思います。トップカテゴリーに参戦しても
FJ1600マシン１台のメンテナンスを始めたプレハブ小屋時代のハング
リー精神と謙虚さを忘れず戦っていきたいと思います。熱い応援をよ
ろしくお願い致します。

嵯峨宏紀コメント
　初めてのトップフォーミュラへの参戦となりますが、期待に胸が膨
らむと同時にここまでご支援頂いたスポンサー様を始め監督、チーム
スタッフへの感謝の気持ちでいっぱいです。自分はF3で6年間長期参
戦したことで、さまざまな失敗や経験をしてきました。しかしこれか
らのカテゴリーでは今まで以上に結果も求められるでしょうし、また
責任も出てくるだろうと思っています。でもそのようなプレッシャーの
中でも自分らしく一歩一歩成長しながらレースが出来たら良いと思っ
ています。応援よろしくお願い致します。 


